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AR技術を使った新たな観光の開発 

 

期間 

H22（2010）年 8 月～H24（2012）年 3 月 

 

事業内容 

玉名観光協会と連携し、地域調査を丹念に行い、AR（Augmented Reality―拡張現実）を使った新しい観光

づくりに取り組んだ。スマートフォンアプリの“セカイカメラ”を使って見ることができるエアタグに玉名の観

光情報を載せて、視覚だけでは見えない玉名の魅力を来訪者へ提供するための観光ツールとして利用した。 

 

＜セカイカメラ（図１）とは＞  

頓智ドット（トンチドット）株式会社が開発した、現実の背景に情

報を重ねて表示する「拡張現実（ＡＲ）」と呼ばれる技術を用いたスマ

ートフォン用アプリケーション。スマートフォン の GPS 機能により

位置情報を取得し、スマートフォンカメラを通してみる景色に 「エア

タグ」と呼ばれる情報を貼り付けたり、他のユーザが貼り付けたエア

タグを閲覧したりすることが可能であり、個人利用のみならず、観光

看板、道案内看板や店舗紹介など、社会的インフラとしての活用も期

待されている。 

※現在、サービスは停止している。 

 

活動年表 

２０１０年 

８月 
高瀬地区をフィールドワーク 

１１月 
玉名フィールドワークの予備調査 

学園祭(白亜祭)での広報活動・セカイカメラの検証実験（写真１―１） 

１２月 
玉名フィールドワーク実施（写真１―２） 

エアタグにのせる情報のまとめ作業 

１月 

エアタグの取り組みが熊日新聞で取り上げられる（写真１―３） 

玉名の音声情報収集フィールドワーク 

玉名からの USTREAM 放送に参加 

２月 NHK 熊本からの取材を受ける（写真１―４） 

３月 NHK 熊本「クマロク」で放送 

２０１１年 

６月 

玉名市高瀬地区主催イベントのボランティア参加 

玉名市花しょうぶ祭りでのアンケート調査（写真１―５） 

７月 玉名市観光協会及び関係者との合同打ち合わせ 

８月 玉名市高瀬地区主催イベントへの参加 

９月 
県北エリア(山鹿・菊池・荒尾)調査に向けた観光協会への挨拶まわり 

山鹿・菊池のプレ調査 

１０月 

山鹿豊前街道フィールドワーク、 

玉名市高瀬でのインタビュー調査 

学園祭(白亜祭)での広報活動準備 

１１月 
学園祭(白亜祭)での広報活動・セカイカメラの検証実験 

荒尾市フィールドワーク 

  

図 1 セカイカメラ使用時の様子 
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写真資料１：AR技術を使った新たな観光の開発 

 

   

写真 1-1 学園祭でのセカイカメラの検証実験       写真 1-2 玉名フィールドワーク実施 

 

 

写真 1-3 セカイカメラの取り組みが新聞で取り上げられる 

 

    

写真 1-4 NHK 熊本から取材を受ける      写真 1-5 花しょうぶ祭りでのアンケート調査 
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天水の町で観光を通した地域づくり 

 

期間 

H24（2012）年 4 月～H25（2013）年 3 月 

 

事業内容 

玉名市商工観光課と連携し、天水の町を舞台に、観光を通した地域づくりのあり方についての研究を行った。

学生をターゲットとし、学生に対するマーケティング調査や、モニター調査などを繰り返す中で、天水町には学

生が興味をひかれるような観光資源が複数存在しているのにも関わらず、その存在が学生まで届いていない、と

いうことが明らかになる。そこで、天水町に存在する豊富な観光資源を学生に知ってもらえるような情報発信媒

体として、天水町の観光パンフレット（図２）を作成、効果検証を行った。 

 

図 2 作成したパンフレット 

活動年表 

５月 

玉名市天水でのフィールドワーク事前準備と地域の交流会に参加 

熊日で玉名での取り組みが取り上げられる（写真２―１） 

玉名まちあるき体験―“うろんころん高瀬”に参加（写真２―２） 

うろんころん高瀬に参加したことが熊日で取り上げられる 

７月 
学生アンケート実施 

玉名市天水地区フィールドワークと吉本哲郎氏「地元学」講演（写真２―３） 

８月 

アンケート集計・分析 

玉名市天水地区観音様祭り参加 

地域住民との打ち合わせ会議 

９月 
１泊２日天水モニター調査実施（写真２―４） 

天水観光パンフレット作成開始 

１０月 

旅行雑誌「遊人」取材 

キラーフォト撮影講座実施（写真２―５） 

天水観光パンフレット取材実施 

１１月 観光パンフレットのモニター調査実施 

１２月 
草枕交流館にて最終研究成果発表会（写真２―６） 

天水での活動が熊日に取り上げられる（写真２―７） 
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写真資料２：天水の町で観光を通した地域づくり 

 

 

写真 2-1 玉名での取り組みが新聞で取り上げられる 

 

 

写真 2-2 うろんころん高瀬に参加 

 

写真 2-3 天水地区フィールドワーク 
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写真 2-4 吉本哲郎氏「地元学」講演        写真 2-5 １泊２日天水モニター調査実施  

   

写真 2-6 キラーフォト撮影講座        写真 2-7 草枕交流館にて最終研究成果発表会  

 

 

写真 2-8 天水での活動が新聞で取り上げられる 
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学生と玉名とのコミュニケーションポイントを調査 

 

期間 

H25（2013）年 4 月～H26（2014）年 3 月 

 

事業内容 

 前年に引き続き玉名市商工観光課と連携し、玉名市と学生層を繋

ぐ情報の接点（コミュニケーションポイント）を調査した。学生に

対するアンケートの結果から、玉名と学生とのコミュニケーション

ポイントは、「玉名ラーメン」であることが明らかになった。そこで、

玉名ラーメンがいかにして、玉名のブランドとして成立したのかの

調査を行った。 

また、玉名市

の新しい観光パ

ンフレットの開

発に協力させていただき、玉名市高瀬地区の商店に話を聞い

て回り、“物語”を付与した観光パンフレット（図３）の作

成をおこなった。 

さらに、ワークショップに関する研究を行っているグルー

プにも協力して下さり、玉名市の鍋松原海岸を舞台に海開き

のポスターを作成するワークショップを開催した（図４）。 

 

活動年表 

５月 
大学生向けプレアンケート 

商工観光課で企画案プレゼンと花しょうぶ祭りでのインタビュー調査（写真３―１、３―２） 

６月 

大学生向けアンケートの作成 

鍋松原海岸にて海開きポスター作成ワークショップ開催（写真３―３、３―４） 

海開きポスター作成ワークショップが熊日で取り上げられる（写真３―５） 

７月 
学生向けアンケートの分析 

鍋松原海岸海開きポスターが掲示される 

８月 

高瀬地区まちあるきの実施（写真３―６） 

観光パンフレット取材の同行（写真３―７） 

新聞データベースの分析 

９月 
Web アンケートの実施 

新聞データベースの分析結果まとめ 

１０月 
高瀬・温泉街地区パンフレット打ち合わせ 

熊本日日新聞社の木村さんへ取材（写真３―８） 

１１月 

県立大生にアンケート実施 

パンフレット素材集め―高瀬地区を取材して回る（写真３―９） 

仮パンフレットによる比較実験 

４月 玉名のパンフレットが熊日で取り上げられる（写真３―１０） 

図 3 作成したパンフレット 

図 4 実際の海開きポスター 
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写真資料３：コミュニケーションポイント調査＆ポスター作成ワークショップ 

   

写真 3-1 商工観光課で企画案プレゼン      写真 3-2 花しょうぶ祭りでのインタビュー調査 

   

写真 3-3 海開きポスター作成ワークショップ様子  写真 3-4 海開きポスター作成ワークショップ表彰式 

 

写真 3-5 海開きポスター作成ワークショップが新聞で取り上げられる 
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写真 3-6 高瀬地区まちあるき         写真 3-7 観光パンフレット取材の同行 

     

写真 3-8 熊本日日新聞社の木村さんへ取材        写真 3-9 パンフレット素材集め 

 

写真 3-10 玉名のパンフレットが新聞で取り上げられる 
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着地型観光の開発 

 

期間 

H26（2014）年 9 月～現在 

 

事業内容 

連携５年目となる現在は、玉名市にしか存在しない観光資源を活用した着地型観光の開発を行っている。着地

型観光とは、これまでの旅行商品が都市部の旅行会社で企画・造成される「発信型」であったのに対し、旅行目

的地側主導で行うことを指す。これまでは発信型が大半だったが、消費者志向の多様化にともない、地元の人し

か知らないような穴場や楽しみ方が見直されており、着地型の観光に焦点が当てられてきている。 

玉名ならではのものや、玉名でしかできないことを、玉名の「自然・風土・生活」を中心に、考え見つけ出し、

それら観光資源を玉名の地域と絡めた“物語（ストーリー）”とつなぎ合わせ、新たな観光を開発することに挑

戦している。現在は、玉名への数回のフィールド調査（図４）を終え、学生独自で着地型観光を考え、その商材

を PR するための映像作りを４チームに分かれて行っている。 

 

 

図 5 事前フィールド調査の様子 

 

活動年表 

９月 玉名市との初ミーティング（写真４―１） 

１０月 
第一回事前調査（写真４―２） 

第二回事前調査 

１１月 
第三回事前調査 

第四回事前調査（写真４―３） 

１２月 

本調査フィールドワーク（写真４―４、４―５） 

玉名市観光戦略会議にて活動について発表（写真４―６） 

映像制作開始 

１月 玉名の方を交えた映像の批評会（写真４―７） 

２月 玉名観光戦略会議にて映像発表会 
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写真資料４：着地型観光の開発 

 

 

写真 4-1 玉名市との初ミーティング記念撮影 

 

   

写真 4-2 第一回事前調査の様子           写真 4-3 第四回事前調査の様子 

 

   

写真 4-4 本調査フィールドワーク（ミカン畑）   写真 4-5 本調査フィールドワーク（柳屋茶舗） 

 

   

写真 4-6 玉名市観光戦略会議にて発表        写真 4-7 玉名の方を交えた映像の批評会



 

2015 年 2 月 2 日作成 

編集責任者：津曲研究室 吉村裕子 


